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１ はじめに 

 本協会は、明治４１年５月に通信協会として発足以来、逓信事業に関係ある者の教養を高め、 

相互の親睦、福祉の増進を図り、併せて逓信事業の総合的発展に寄与し、もって文化の向上に貢 

献するという本会の目的に沿った各種の事業活動を通じて、「結ぶ」、「つなぐ」、「伝える」をキ 

ーワードに逓信文化の継承とその発展に努めてきた。 

 

公益法人制度改革に関して、新たな公益法人である公益財団法人の認定を受けるべく、平成２

３年１０月２７日に内閣総理大臣(内閣府公益認定等委員会)に移行認定申請を行い、平成２４年

３月２８日に認定を受け、平成２４年４月１日(設立登記日)から公益財団法人通信文化協会とし

て新たなスタートを切ることとなった。 

 

逓信総合博物館の運営、前島密賞の贈呈、文化講演会の開催、逓信関係者の子弟の育英、文化

活動等各種施策を実施しており、逓信総合博物館の情報通信館は東日本電信電話株式会社から受

託して当協会が運営している。 

一方、郵政資料館は日本郵政株式会社の直営となっているが、平成２４年４月からは郵政資料

館の運営についても本協会が行うことになり、これによって逓信総合博物館の運営全体を本協会

が行うことになった。 

 

２ 逓信総合博物館の運営 

（１）逓信総合博物館の展示 

博物館運営の受託業務については、電気通信に関する常設展示のほかにも郵政資料館と協力

し、意欲的に取り組み年間５回の特別展を開催した。 

  逓信総合博物館の平成２３年度の入館者は４１，６７６名、開館日数は２００日で、一日平 

均２０８名であった。  

なお、３月１１日に発生した東日本大震災によって、博物館建物外壁等の点検・修復作業が 

必要とされ、翌１２日から８月２日までの休館を余儀なくされたことも開館日数及び入館者数 

に影響した。 

逓信総合博物館特別展開催状況 

No 主 催 者 特 別 展 名 期  間 
開催 

日数 

入館者

数(人) 

１ 
二機関（担当

NTT 東日本） 
ファミリーフェスティバル 

8 月 10 日(水) 

～  8 月 21 日(日） 
10  2,279

２ 郵政資料館 
昭和レトロと郵便展～切手少 

年がいた時代～ 
 9 月 17 日(土) 

～ 12 月 18 日（日） 

 

80 17,313 

３ 郵政資料館 
宮廷衣裳の美～切手で旅する

「雅」の世界～ 

1 月 3 日(火) 

～  2 月 26 日（日） 
48 12,105 

 ４ 郵政資料館 
東海道展 ～知られざる郵便創

業の道～ 

3 月 3 日(土) 

～  3 月 30 日（金） 
24 6,990 
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５ 
二機関（担当

NTT 東日本） 
春休みファミリーフェスティバル

3月 20日(火・祝) 

～ 3月 30 日（金） 
10 3,994 

 

（２）照会に対する回答・資料貸出等 

   一般利用者からの電気通信に関する各種問合せのほかに、新聞社・テレビ局・出版社等から 

  の取材照会も多く、時代考証や正確な記載内容といった点で寄与している。 

   ≪問合せ回答件数≫  ア．電信関係     １６件 

              イ．電話関係     ４７件 

              ウ．そ の 他     ２２件 

                合 計     ８５件 

   また、館外における対外的活動としては、ＮＴＴ各機関のイベント、出版社の教科書・雑誌

の制作等に際し、当館保管の電信電話機器・資料等の貸出しを行った（４８件）。また、展示

機器の説明等に関して、適宜、支援を行った。 

 

（３）電信電話教室 

   博物館ホール・教室・会議室において電信電話教室を開催し、入館者に対する活動の充実に 

  努めたほか、ＮＴＴ社員や関連会社の新入社員の見学者を対象に、講義や案内・説明を行った。 

・ 開催回数  ２４回  

・ 参加人数 ４９７人 

 

３ 前島密賞の贈呈 

  前島密賞は、逓信事業の創始者である前島密の功績を記念し、その精神を伝承発展せしめるた 

めに昭和３０年度に創設されて以来、情報通信及び放送に関して顕著な功績のあった方々８９０ 

名(団体を含む。)に贈呈して功績を称え顕彰し、情報通信・放送文化の発展に寄与してきた。 

平成２３年度の前島密賞（第５７回）については、公益財団法人移行に向けて規程等を改正し、 

これまでの総務省、旧官業系推薦機関に、日本民間放送連盟、電気通信事業者協会等の民間事業

者団体等を加え、贈賞対象者の幅を広げたことにより、贈賞人数も増加した。 

平成２３年７月２０日に新しい募集をＨＰ上等で公表し、９月３０日を締切日とし、選考委員

会（第１回(11.25)、第２回(12.13)）、理事会（1.26）の議を経て２８名（うち共同研究１３名）・

１団体の受賞者を決定し、多数の参加者の下に贈呈式を開催(3.16)した。 

 

４ 逓信協会雑誌の発行 

平成２３年度は、前年度の方針を踏襲し、活字の拡大や２色刷りなど読みやすい誌面作りに努 

めた。５月号については、「通巻１２００号記念号」として、特集記事や読者からの応募記事等

により誌面を充実させ、いつもの倍の頁数での発行とした。また、厳しい協会財政の下、逓信協

会雑誌充実のための新たな財源の確保を目指して、広告収入の拡大に取り組んだ。１２００号記

念号では逓信関係の会社や団体等から協賛広告を、平常号でも掲載広告、同梱チラシの封入を積

極的に募集し獲得した。 

記事については、次表のとおり、岡野裕基金記念講演会シリーズの講演録を中心に特集として

編集した。新年号では情報通信の発展経過と社会の変化について、月尾東大名誉教授、坂村東大

教授による対談を実施、掲載した。 
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「逓信協会雑誌」  １２回（毎月発行）      ７０万部 

発行月 特  集  記  事 執筆者又は話し手 

２３年 

４月 
第５６回前島賞受賞者とその功績 逓信協会 文化部 

５月 前島賞受賞記念講演 
画家・グラフィックデザイナー 

           原 田 泰 治 

６月 
岡野裕基金記念講演会シリーズ 

 たよりのこころ(前編) 

中原中也記念館名誉館長 

           福田 百合子 

７月 
岡野裕基金記念講演会シリーズ 

たよりのこころ(後編) 

中原中也記念館名誉館長 

        福田 百合子 

８月 
岡野裕基金記念講演会シリーズ 

地球共生時代の情報通信の役割 

東京大学名誉教授 

           月 尾 嘉 男 

９月 
岡野裕基金記念講演会シリーズ 

        ことばの力（前編） 

ことばの杜代表 

          山 根 基 世 

 

１０月 
岡野裕基金記念講演会シリーズ 

             ことばの力（後編） 

ことばの杜代表 

          山 根 基 世 

１１月 

岡野裕基金記念講演会シリーズ 

  ネット社会と子どもたち 

  「子どもの情報モラルを考える」 

東京都台東区立東泉小学校校長 

                  佐久間 茂和 

１２月 
岡野裕基金記念講演会シリーズ 

              手紙の値段（前編） 
作家       出久根 達郎 

２４年 

１月 

新春対談  明日の世界を拓く情報通信 
 ― 情報通信の発展の流れと社会の変化 ― 

東京大学名誉教授  月 尾 嘉 男 

東京大学教授   坂 村  健 

２月 
岡野裕基金記念講演会シリーズ 

              手紙の値段（中編）  
作家       出久根 達郎 

３月 
岡野裕基金記念講演会シリーズ 

              手紙の値段（後編）  
作家       出久根 達郎 

 

５ 文化事業の運営 

  本協会の元会長である故 岡野 裕氏の夫人からの寄附(１億円)による「岡野裕基金」により、 

次のとおり文化事業を実施した。 

（１）文化講演会・実践手紙講座等 

地方本部 開催日 開催場所 施策名等 講 師 参加者

北海道 

23. 4.16 江別市 絵手紙教室 
札幌絵手紙の会 

笠井 則子他 

人

550 

23.10. 1
(夕張郡) 

由仁町 

文化講演会「一次産業を

再生する未来戦略」 

東京大学名誉教授 

月尾 嘉男 
450 

東 北 23.10.30 仙台市 
文化講演会「しなやかに

現在
い ま

を生きる」 

作家 

神津カンナ 
240 
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関  東 23. 7. 2 さいたま市 
文化講演会「IT がもたら

す新しい世界」 

東京大学名誉教授 

月尾 嘉男 
180 

東  京 

23.4～ 7
武蔵野・杉

並・中野 
手紙スクール 

絵手紙連絡会代表 

和知 宏美他 

延べ 

75 

23.10.22 足立区 
文化講演会「ラジオの魅

力、言葉の力」 

元 TBS アナウンサー 

遠藤 泰子 
180 

信  越 
23.10. 1

23.10.16
長野市 手紙教室（２所） 

PFC アドバイサー 

小林 節子他 

延べ 

60 

北  陸 
23.10. 6

23.10.13
金沢市 手紙教室（２回） 

絵手紙協会公認講師 

岡本 慶三他 

延べ 

60 

東  海 23.6～ 8 愛知県他 絵手紙教室（４所） 
日本絵手紙協会公認

講師 大道 邦夫他 

延べ  

286

近  畿 
23.11.17

23.11.26

大阪市 

亀岡市 

干 支 ち ぎ り 絵 講 習 会

（２所） 

日本ちぎり絵協会 

講師 山本 愛子他 

延べ 

35 

中  国 23. 9.23 岡山市 文化講演会「手紙の値段」
作家 

出久根 達郎 
260 

九 州 23.11.12 福岡市 
文化講演会「もう一度考

えたい ことばの力」

ことばの杜代表 

山根 基世 
470 

沖 縄 24. 3. 3 那覇市 文化講演会「離れて知る」
(学)興南学園理事長 

我喜屋 優 
130 

   

（２）てづくりレターコンクールの実施 

オリジナルの手紙を創造する楽しさを通じて、文通の促進や手紙文化の振興を図ることを目 

的とした「てづくりレターコンクール」を昨年に引き続き実施した。今回は「てづくりレター

部門」「絵はがき部門」の２部門で開催し、個人での応募に加え新たに学校等団体単位での応

募も受付けた。 

    コンクールには、全国から１，７３７点の作品が寄せられ、第１次審査会、第２次審査会を

経て１０５作品が入賞・入選した。ホームページ上で受賞者を発表したほか、入賞作品をまと

めた作品集を発行し、関係機関や入賞者に配付した。 

このコンクールの入賞作品展(手紙であたたかコミュニケーション)を、逓信総合博物館にお

いて２月に開催した。２月１８日には、関連イベントとして、人形劇団プークによる人形劇「ゆ

うびん屋さんのお話」(併演：だるまちゃんとてんぐちゃん)を同館地下２階ホールで開催した。 

 

ア 募集期間  平成２３年９月１日（木）～２３年１１月１１日（金） 

イ 主   催  財団法人 逓信協会 

  ウ 協 賛 等  協賛：郵便事業株式会社、公益財団法人日本郵趣協会  

協力：日本郵政株式会社、郵便局株式会社 

後援：公益社団法人日本青年会議所 

こどもの部・学生の部の後援：全国都道府県教育委員会連合会 
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エ 審 査 員  審査員長／鴫剛（画家） 
審 査 員／畦地教子（株式会社日本ホールマーク 代表取締役社長）、中谷直子

（女子美術大学付属高等学校・中学校 元副校長）、松尾謙一（財団法人

日本郵趣協会 事務局長）、松田素子（絵本編集者・作家）、向井美子（デ

ザイナー）、山下健一郎（郵便事業株式会社 郵便事業部 切手・葉書室 担
当部長）、天野定功（逓信協会理事長） 

  オ 入賞者数 

    てづくりレター部門及び絵はがき部門 

部 門 区 分 
逓信協会

賞 

日本郵便

賞 

日本郵趣 

協会賞 

審査員 

奨励賞 
佳作 入選 計(人) 

てづくり 

レター 

こどもの部 1 1 1 1 2 13 19 

学 生 の 部 1 1 1 1 3 8 15 

おとなの部 1 1 1 1 2 12 18 

絵はがき 

こどもの部 1 1 1 1 2 14 20 

学 生 の 部 1 1 1 1 2 10 16 

おとなの部 1 1 1 1 2 11 17 

合  計 6 6 6 6 13 68 105 

    

カ 入賞作品展 

○ 名  称  第３回てづくりレターコンクール入賞作品展 

         ○ 会  期  平成２４年２月１１日（土）～２月２６日（日）＜月曜日休館＞ 

○ 会  場  逓信総合博物館３階 企画展示場 

○ 入場者数  ４，４１９人 

○ 関連イベント  

開催日 名   称 場   所 出  演 参加者

24. 2. 18 
―世界人形劇場―  

ゆうびん屋さんのお話 
（原作：カレル・チャペック）

逓信総合博物館 

地下２階ホール 

人形劇団

プーク 

人

167 

 

６ ポストクリーン活動の実施 

社会貢献活動の一環として、ポスト清掃を次のとおり実施した。 

地方本部 開 催 日 開 催 地 域 参加者(人)

北海道 

23. 7.27 七飯町大中山    17 

23. 8.11 千歳市・恵庭市・北広島市    16 

23. 8.16 札幌南区    15 

関 東 

23. 4.23 柏市   30 

23.10.22 柏市   24 

23.10.23 東松山市   27 

東 京 

   23. 6. 5 郵便事業(株)武蔵野支店    55 

   23. 7. 9 郵便事業(株)中野支店・目黒支店 延べ 131 

23.10.15 郵便事業(株)杉並支店    48 

24. 3.10  郵便事業(株)杉並南支店    58 
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近 畿 23.11.11 ＪＲ赤穂駅前    15 

九 州 23.10.29 郵便事業(株)鹿児島支店    60 

 

７ 施設管理業務の受託  

（１）逓信総合博物館施設関係 

   逓信総合博物館の施設関係については、日本郵政株式会社、東日本電信電話株式会社及び日 

本放送協会の三機関から、電気・空調等設備維持管理業務を受託した。 

 

（２）日本電信電話株式会社施設関係 

    逓信総合博物館と同一ビル内にある日本電信電話株式会社の施設関係事務に関しても、電

気・空調・衛生・消防設備の保守等の委託を受けた。 

 

８ 会員に対する諸施策 

  通常会員及び賛助会員に対して、次の施策を実施した。 

（１）記念品の贈呈 

  ア 在会５年以上で郵政グループを退職し退会した通常会員１，５３１人に長期在会記念品を

贈呈した。 

イ 米寿を迎えた賛助会員４６９人に米寿記念品を贈呈した。 

ウ 協会手帳を配付した（希望者のみ）。 

  

（２）東日本大震災による被災会員等への支援 

ア 全国の会員から義援金を募り、被災した会員等へ弔慰金、見舞金を送金した。 

・ 弔慰金（死亡・行方不明の会員の遺族）  

１２人    ６００，０００円（一人当たり５０，０００円） 

・ 見舞金（家屋全損、福島原発事故により避難した会員） 

      ２０９人   ４，８０７，０００円（一人当たり２３，０００円） 

     （義援金総額５，６０３，０３７円から弔慰金、見舞金、送金手数料(６１，５９０円) 

を控除した残金１３４，４４７円は、ＮＨＫを経由して中央共同募金会へ寄附した。） 

 イ 会費の免除 

    家屋半壊(会員からの申出による)以上の被災会員及び福島原発事故による避難会員２１７

人（通常会員１４４人、賛助会員７３人）に対して、１年間の会費を免除した。 

ウ 被災会員への宿泊受入れボランティア 

    賛助会員４人から受入れの申し出があったが、いずれも被災会員からの転居希望はなかっ 

た。 

 

（３）叙勲祝賀会の開催 

    叙勲を受章した関東・東京地方本部所属の賛助会員を対象に、本部及び関東・東京地方本部 

の共催で、春と秋(米寿祝賀会を併合開催)に祝賀会を開催した。 

また、北海道及び中国地方本部においても叙勲祝賀会を開催した。 

 

（４）新年賀詞交歓会の開催 

    東京都内と関東在住の会員を対象に、本部及び関東・東京地方本部の共催で１月１２日、      
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逓信総合博物館４階会議室において開催した。 

また、北海道、東北及び東海地方本部においても新年賀詞交歓会を開催した。  

 

９ 育英事業 

（１）育英施設(杉並学生寮)の運営 

  昭和４２年以降、会員の子弟のために学生寮を提供して育英支援するとともに、寮生に対し 

ては規律ある集団生活を指導し、将来を目指して明るく勉学に精励できる環境の保持に努めて 

きた。 

   なお、当施設は、老朽化の進行と公益財団法人移行に向けて現状の運営のままでは公益目的

事業となり得ないとの主務官庁の指摘もあり、平成２３年度末をもって廃止した。 

   平成２３年度の状況は次のとおりである。 

     ○ 新入寮生（平成２３年４月）      ６名 

     ○ ２３年度当初の在寮生        ２５名 

     ○ ２３年度末をもって廃寮      全員退寮 

 

（２）中西重思・遺児育英基金の管理・運営 

  長年、郵政審議会委員などを務め郵政事業に貢献された中西重思氏の遺言により、在職中に 

死亡した郵政関係社員の遺児(満１８歳未満の子)育英のために、平成１２年１０月に中西育英 

基金(４億５百万円)が設立された。 当会がその管理、運営を委ねられ、以後、遺児に対して 

１人４０万円を給付し養育の支えとなっている。 

     平成２３年度の給付状況は次のとおりであり、この中には昨年３月の東日本大震災により亡

くなった社員１４名（行方不明者を含む）の遺児２３名への給付金９２０万円の支給が含まれ

ている。 

   ○ 件数（対象となった遺児数）    ６２件 １００名（前年度 ３７件 ６２名） 

   ○ 給付金               ４，０００万円（前年度２，４８０万円） 

   平成２３年度末までの給付額の累計は２億７，３２０万円（５２３件・対象遺児８７９人）

となった。 

 

１０  団体傷害保険等の取扱い 

   逓信協会会員及び郵政グループ職員を対象とする福祉厚生のための傷害保険等契約状況は、 

  次のとおりである。 

平成２３年度における契約状況 

 区  別 口・件 数 保 険 料 

団 体 保 険 ６８ 千口    ５１９ 百万円   

団 体扱保険    ５ 千件     ２７０ 百万円 

 

１１ 会員増強活動 

平成２３年度の会員増強については、郵政事業の民営・分社化に伴う通常会員の大幅な減少 

への対策並びに通常会員の定年退職者等を賛助会員として継続加入を図ることを重点に取り

組むこととし、併せて、定年年齢等の経過措置の終了（平成２５年３月末日）に伴う退会者の 

予測数を平準化して補充することも考慮し、新規加入目標は通常会員２，８００人（うち純増
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目標１，０００人）、賛助会員１，７００人（純増目標８００人）として設定した。 

 

   ２３年度の新規加入目標の推進状況は、通常会員が２，８３０人（対目標１０１．１％）、 

賛助会員が９５０人（対目標５５．９％）であり、通常会員は４１８人の純増、賛助会員は 

３０１人の純減、合計１１７人の増加となり、対前年度末の会員数を上回る結果となった。 

 

通常会員は、ここ数年、２月末までは対前年度末比較で増加を確保するものの、年度末にお 

ける定年退職者等により年度合計では減少となる傾向にあったが、２３年度は新規加入者が対 

前年度５００人を上回る入会者を確保したほか、３月末の退職による退会者が前年を下回った 

こともあり、６年振りに前年度末に比べ４１８人増加し、３３，４９６人となった。 

    

一方、賛助会員は、これまで純増を確保してきたが２２年度に減少に転じ、２３年度も対前 

年度比３０１人減少し、２４，６８４人となった。これは、２２年度から実施している免除会

員、在会１５年以上となる終身会員に対して寄附のお願いや弔慰金等の廃止に起因するものと

考えられる。２３年度の退会者は前年度を約２００人下回ったものの、新規加入目標の推進率

が５５．９％に留まり３０１人の減少となった。 

 

２３年度末の通常会員・賛助会員の合計は５８，１８０人、僅かであるが対前年度末比１１７

人の増加となった。 

 

   各地方本部別の増強目標に対する推進状況は、通常会員は、北海道、信越及び近畿の３地方 

本部が新規目標・純増目標ともに達成し、東北、東海、四国及び九州の４地方本部が新規目標

を達成（純増目標は未達成）した。また、関東、東京、北陸、中国及び沖縄の５地方本部は新

規目標・純増目標ともに未達成であった。 

 

賛助会員は、北海道、東北、信越の３地方本部で新規目標を達成し、他の地方本部は未達成 

であった。 

なお、純増目標は全地方本部が未達成であるが、対前年度末比較で増加した地方本部は、北

海道、東北及び東京の３地方本部であった。 

  

通常会員と賛助会員の合計で前年度末と比較すると、増加したのは北海道、信越、東海、 

近畿、九州の５地方本部となった。 

 

   会員の現況は、次のとおりである。 

単位：人、口 

年度別 

会員別 
平成２３年度末 平成２２年度末 増・（▲）減 

通 常 会 員 ３３，４９６ ３３，０７８ ４１８ 

賛 助 会 員 ２４，６８４ ２４，９８５ ▲３０１ 

個 人 会 員（合計） ５８，１８０ ５８，０６３ １１７ 

団 体 会 員（口数） ６１５ ６０２  １３ 
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（地方本部内訳）                            単位：人 

地 方 本 部 平成２３年度末 平成２２年度末 増・（▲）減 

北 海 道  ４，９８８  ４，８８８ １００ 

東  北  ６，７８８  ６，８０６    ▲  １８ 

関  東  ６，８５７  ６，８７８    ▲  ２１ 

東  京  ５，００８  ５，２６４ ▲ ２５６ 

信  越  ４，４３４  ４，３３６       ９８ 

北  陸  ２，１３７  ２，１９８    ▲  ６１ 

東  海  ６，３６５  ６，２９３       ７２ 

近  畿  ７，２４０  ６，９８２      ２５８ 

中  国  ４，７３８  ４，８００    ▲  ６２ 

四  国  ２，９２３  ２，９７３    ▲  ５０ 

九  州  ６，３１２  ６，２４５       ６７ 

沖  縄    ３９０        ４００    ▲  １０ 

合   計 ５８，１８０ ５８，０６３      １１７ 

   

(参考) 

   「免除会員及び終身会員に対する寄附のお願い」として、平成２２年度から逓信協会雑誌の

配付を希望する会員には雑誌郵送料等相当の寄附(支援)をお願いしており、２３年度は  

２，５６５人の会員から総額３，６６３，６４０円（振替手数料控除後）の寄附収入があっ

た。 

 

１２ 役員会議等開催状況 

    重要案件の審議のために開催した会議は、次のとおりである。 

（１）理事会 

○ 第２０７回 理事会（平成２３年６月２３日） 

      ＜議案＞ １ 平成２２年度事業報告について 

           ２ 平成２２年度決算報告について 

           ３ 理事の退任等について 

           ４ 新公益法人移行後の最初の評議員選任方法及び最初の評議員選定委員 

会委員の選任について 

  

○ 第２０８回 理事会（平成２３年９月２日） 

＜議案＞ １ 寄附による義援金の配分について 

            ２ 来る９月７日に開催予定の最初の評議員選定委員会に提出する最初の 

評議員候補者について             

 

○ 第２０９回 理事会（平成２３年１０月２０日） 

＜議案＞  １ 公益財団法人への移行認定申請について 

           ２ 定款の変更の案並びに最初の評議員、理事、監事及び代表理事の氏名 
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            を「定款の変更の案」の附則への記載について 

           ３ 最初の理事及び監事の選任について 

４ 最初の代表理事の選定について 

５ 内部規程の改定について 

６ 評議員の選任について 

 

○ 第２１０回 理事会（平成２４年１月２６日） 

＜議案＞   第５７回前島密賞の授賞者決定について 

             

○ 第２１１回 理事会（平成２４年３月２３日） 

＜議案＞ １ 平成２４年度事業計画について 

            ２ 平成２４年度収支予算について 

           ３ 内部規程の制定について 

 

（２）最初の評議員選定委員会（平成２３年９月７日） 

＜議案＞ １ 議長の選出について 

           ２ 最初の評議員の選出について 

            

（３）評議員会 

   ○ 第１３２回 評議員会（平成２３年６月２３日） 

      ＜議案＞ １ 平成２２年度事業報告について 

           ２ 平成２２年度決算報告について 

           ３ 理事の退任等について 

 

○ 第１３３回 評議員会（平成２３年１０月２０日） 

＜議案＞  １ 公益財団法人への移行認定申請について 

           ２ 定款の変更の案並びに最初の評議員、理事、監事及び代表理事の氏名 

            を「定款の変更の案」の附則への記載について 

           ３ 最初の理事及び監事の選任について 

４ 最初の代表理事の選定について 

５ 内部規程の改定について 

 

○ 第１３４回 評議員会（平成２４年３月２３日） 

＜議案＞ １ 平成２４年度事業計画について 

            ２ 平成２４年度収支予算について 

            ３ 内部規程の制定について 

 

１３ 協会情報(ホームページ)の充実 

    平成１４年度に開設したホームページについては、各種情報の迅速な提供と、各種催事等多 

目的な活用の場を提供することとし、情報の公開、地方本部も含めた協会主催イベントのタイ 

ムリーな掲載、新規会員加入申し込み案内など、会員や逓信事業関係者をはじめ広く逓信に関 

心を有する皆さまの情報の拠点としている。 
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また、本部内にＨＰ委員会を設け、掲載事項について意見交換するなど、閲覧者にとって利 

用しやすいホームページの実現に努めた。 

 

○ 主なコンテンツ 

   ・「財団法人逓信協会とは」➔公益法人としての情報公開 

・「お知らせ」➔全国の協会主催イベントをタイムリーにお知らせ 

・「協会だより」➔お知らせで案内した各種イベントの開催状況等を案内 

・「会員用各種変更届」➔ホームページから会員の各種変更届の様式をダウンロード 

   ・「逓信協会雑誌目次」➔目次を掲載して、掲載事項を紹介 

   ・「前島密賞」➔前島密賞の「募集要項」や「受賞者の功績」を紹介 

   ・「てづくりレターコンクール」➔てづくりレターコンクールの概要や受賞作品等を紹介 

 


